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河川・ダム・砂防・海岸管理者・自治体・防災機関と一体となった 
出水時における「洪水対応演習(机上)」を実施します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

１．日  時 ： 平成 23 年５月２０日(金) ９:０0～1７:０0 

 

２．場  所 ： 金沢河川国道事務所 ３F 河川情報管理室 

（金沢市西念４丁目２３番地５号） 

 

３．参加機関 ： 石川県、小松市、白山市、加賀市、能美市、野々市町、川北町 

北陸電力㈱、電源開発㈱、西日本旅客鉄道㈱、中日本高速道路㈱

金沢地方気象台、(財)河川情報センター、北陸地方整備局 金沢河

川国道事務所、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記者発表資料 

扱い  配布を持って解禁  

【問い合わせ先】 

国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 

河川副所長         二俣 秀 

ＴＥＬ ： ０７６-２６４-８８００ 

調査第一課長        大角 一浩 

調査第一課 水防企画係長  山田 琢成 

ＴＥＬ ： ０７６-２６４-９９１０（直通） 

発表先 石川県政記者クラブ 

〔要 旨〕 

● 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所では、出水時における洪水予測の実施、水防

関係機関への水防警報・洪水予報等の情報伝達、ダム・樋管など河川管理施設の

操作ルール・操作状況の確認及び情報伝達、土砂災害緊急対策の検討、海岸波浪

災害対策の検討、工事現場関係者への情報伝達及び、被害の軽減を図る措置とし

て対策工法の検討等、実践的な演習を行うことにより、防災体制に万全を期する

ことを目的に洪水対応演習を実施します。 



実施項目 

 

河川 

（１）水防業務の確認及び情報伝達の演習 

①関係機関への洪水予報、水防警報等の情報伝達の演習 

②ホットライン（電話）による情報共有の訓練 

③内閣緊急参集チーム協議が開催されるまでの情報伝達演習 

④樋管など河川管理施設等の操作ルール･操作状況確認及び情報伝達確認 

⑤地域の的確な判断･行動につながる情報等の提供について（80mm/h ルール等） 

⑥水防活動に関する情報の集約･発信の演習 

⑦工事現場関係者との情報伝達演習 

（２）洪水予測の演習 

①あらかじめ定めた手法による洪水予測（水位予測）の演習 

②洪水予報指定河川、水位周知河川のはん濫危険水位（危険水位）、 

はん濫注意位（警戒水位）への到達情報の周知等についての実践的な取り組み 

③洪水予測システムの機器故障時における対応等 

（３）机上洪水対策演習 

①洪水被害を最小限にくい止めるための下記項目の実施 

・被害想定･復旧計画の作成 

・緊急災起案及び報告 

・関係機関との調整 

 

手取川ダム 

（１）放流時における関係機関の通知、放流警報等の一般の通知の演習 

（２）洪水調節のゲート操作の演習（実際には放流致しません） 

 

石川海岸 

（１）関係機関への情報伝達の演習 

（２）巡視点検の机上演習 

（３）避難訓練の机上演習 

①浸水発生等を想定し、水防活動、道路通行止め、避難誘導を机上演習 

（４）緊急対策の机上演習 

①浸水被害の発生等を想定し、緊急対策を机上演習 

 

白山砂防 

（１）関係機関への情報伝達の演習 

（２）雨量災害報告等の情報伝達演習 

（３）緊急対策の机上演習 

①砂防設備被害、河道閉塞の発生等を想定し、緊急対策を机上演習 


